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1. はじめに 

将来，日本国内において南海トラフ大地震な

どの広域災害の発生シナリオを想定すると，日

本全土をカバーできる準天頂衛星みちびきを用

いた被災者の安否情報収集サービス「Q-ANPI」

は大変有効的な手法であり期待されている．し

かし，現状の Q-ANPI は大規模災害などでスマー

トフォンの通信インフラが断絶された場合，事

前に専用アプリを利用者のスマートフォンにイ

ンストールしていない場合は，被災者が所有す

るスマートフォンから安否情報を Q-ANPI 避難所

管理 PC に登録できない課題が存在する．そこで，

本研究ではこの課題を解決する技術について述

べる．また提案システムのプロトタイプを開発

し，模擬避難訓練などでプロトタイプの評価を

行った． 

2. 提案システム 

2.1 提案システムの概要 

Fig.1 に既存の Q-ANPI システムを示す．被災

者の所有するスマートフォン(以下，スマホと呼

ぶ)から安否情報を収集する避難所管理 PC と準

天頂衛星みちびきに情報発信するための Q-ANPI

端末から構成される．この既存の Q-ANPI は大規

模災害などでスマホの通信インフラが断絶され

た場合，事前に専用アプリを利用者のスマホに

インストールしていないと使用できない課題が

ある．そこで本研究では Fig.2 に示すシステム

を考案した．Fig.2 に示すように被災者のスマホ

と避難所管理 PC の間に，我々が提案する Web イ

ンターフェースを使用する．被災者の所有する

スマホの Web ブラウザから Web インターフェー

スに接続すると，被災者の安否情報入力ページ

が表示され，そのページに安否情報を入力する

ことで， Web インターフェース内の Data 

Base(DB)に自動的に保存される．その後は任意

のタイミングで収集した安否情報を一括して避

難所管理 PCへ送信する．また避難所管理担当の 
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Fig.1 Q-ANPIシステムの概要 

 
Fig.2 提案システムの概要 

判断で避難所管理 PC のアプリからデータ送信ボ

タンを押すことで，準天頂衛星みちびきを介し

て管制局のサーバに被災者の安否情報を送信す

る．これにより被災者の親族等がインターネッ

トに接続し管制局のサーバにアクセスすれば被

災者の安否確認を行える．この管制局のサーバ

で被災者の安否確認を行う際は，被災者の電話

番号が ID となっている．本研究が提案する Web

インターフェースは小型低消費電力マイコンに

Web サーバと DB を構築したものを使用する．こ

れは大規模災害時の実際の避難所を想定すると

電力インフラ断絶により電力不足になることも

考えられるため，常時 Web サーバを稼働させる

ことを考えると通常のノート PC を使用するより

小型低消費電力マイコンを使用した方が長期的

に稼働できると考え今回考案した． 

2.2 プロトタイプ開発 

今回開発した Web インターフェースの概要を

Fig. 3 に示す．本研究の Web インターフェース

は Raspberry PI 3B+(RPI と呼ぶ)に apache2 で

Web サーバを構築し，DB には MariaDB を使用し
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た．Fig. 3 に示す被災者情報入力インターフェ

ースのアプリには PHP 言語と HTML 言語を用いて

開発した．また DB サーバに登録された被災者の

安否情報を避難所管理 PC へ送信する「被災者情

報送信アプリ」は python3 で開発した．また，

この被災者情報送信アプリは，DB に登録されて

いる全ての安否情報を送信するアプリとした．

避難所管理 PC のアプリでは重複した情報は自動

的に破棄するシステムになっているため，単純

な DB 内の全データを一括送信するアプリとした．

本研究で提案する Web インターフェースでは RPI

を使用しているが，今回は液晶表示画面とバッ

テリを内蔵したタブレット型ケースに RPI を実

装した．本稿ではこれを「タブレット型 RPI」と

呼ぶ．これは事前に AC コンセントで内蔵バッテ

リを充電しておき，そのまま持ち運びができる

ため，実際の避難所などで活用できると考え使

用した． 

3. 提案システムの評価 

本提案システムのプロトタイプの評価として，

模擬避難訓練による実証評価を行った．模擬避

難訓練による評価では本提案システムが実際に

耐えられるシステムであるかどうか，また従来

の Q-ANPI システムとの比較により，安否情報入

力のし易さなどを問うアンケート調査を実施し

た．模擬避難訓練の場所は神奈川工科大学敷地

内で行った．実際の避難訓練のスケジュール及

び実際に要した行動時間を Table1 に示す．模擬

避難訓練前に，避難所となる本学の旧体育館に

必要となる機材を事前に置いた状態とした．避

難所開設の所要時間は約 8 分であった．また

「被災者情報入力の工程」では，従来の Q-ANPI

システムが約 11 分だったのに対し，本提案シス

テムは約 3 分という所要時間であった．従来の

Q-ANPI システムがこんなにも時間を要した要因

として，専用アプリのダウンロードミスなどが

ある．対して，本提案システムでは安否情報入

力ページにアクセスする際に QR コードで簡単に

アクセスできるようにした点が大きかった．よ

って，本提案システムは安否情報入力の所要時

間の少なさという点で優れていると考えられる． 

4. まとめ 

 本稿では，電力・通信インフラが断絶した状

況でも被災者情報を収集できる Web インターフ

ェースと連携した Q-ANPI システムについて提案

した．今後は本提案システムの改善点に取り組

んでいきたいと考えている．また，模擬避難訓

練参加者の人数が現状 9 名だけなので，参加者

数も増やしていきたいと考えている． 

 
Fig.3 Webインターフェースの概要 

Table 1 模擬避難訓練のスケジュール 
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